
資料３－１ 

海域における環境改善対策の取り組みについて海域における環境改善対策の取り組みについて

１．川崎港東扇島人工海浜における潮干狩り 
２．『美しい横浜港』への３つのプロジェクト 
  －横浜港金沢区でのブルーカーボン実証実験開始－ 
３．東京港お台場地区における水質改善実験の実施３．東京港お台場地区における水質改善実験の実施 
４．横須賀港における環境活動の取り組み 
５．浚渫土砂を活用した藻場、浅場の造成実験 

東京湾再生推進会議 海域対策分科会 

平成23年3月 



人工海浜における潮干狩り【川崎港東扇島東公園】 

平成２２年４月２３日（東京新聞） 平成２２年４月２７日（読売新聞） 



 

 

 

 

 

「美しい横浜港」への第一歩を
踏み出します 

～３つのプロジェクトをキックオフ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

お問い合わせ先 

環境創造局 企画課長  緒賀 道夫 Tel 045-671-2686     
環境創造局 環境科学研究所 担当課長  池見 好昭 Tel 045-752-2605     

港横浜(みなとよこはま) 

現在、横浜の経済活性化に向けた横浜港のハブポート化を目指しています。 

横浜港の魅力はそれに加え開港以来の歴史、文化、市民の皆様の海づくりの継承が行われて

おり美しい横浜港への可能性を秘めていることです。 

今回、水環境の向上、海づくりに市民全体で取り組むことで、「美しい横浜港」への第一歩を

踏み出します。 

美しい横浜港とは景観、にぎわい、水環境の３つの要素が組み合わされうまれるもの。 

臨海部の再生モデルとなる３つのプロジェクトを平成２３年度からスタートします。 

市民の皆様、企業の皆様といっしょに環境都市横浜にふさわしい美しい横浜港を創造します。 

 

 

 

 

 

 

「美しい横浜港」への第一歩 

平成 23 年 2 月 2 日
環 境 創 造 局  企 画 課
環 境 科 学 研 究 所

横 浜 市 記 者 発 表 資 料

裏面あり 

山下公園前 野島海岸 末広地区 



 

 

 

３つのプロジェクトの概要 

 

 １ 山下公園前水質浄化プロジェクト 

～世界トライアスロン選手権が開催される山下公園前での浅場を活用した水質浄化～ 

・山下公園前の浅場を活用し、海藻、貝類、魚類などを呼び戻し、「豊かな生物多様

性の海」を実現することにより、水質浄化を図ります。 

・これにより、今後も継続的にトライアスロンが開催されるよう、また、多くの方々

が海を身近に感じ、それを体感できるような取組につなげていきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ２ 野島海岸白砂青松の海プロジェクト 

～横浜で唯一の自然の砂浜である野島海岸の再生に向けた取組～ 

・野島海岸は、横浜で唯一の自然の砂浜ですが、継続した砂の流出による規模の縮小、 
アオサの漂着による利用上の問題などが発生しています。その一方で、野島海岸付

近では、海岸清掃や野島水路におけるヨシの植え付け等が行われており、これらの

多様な市民活動が海域浄化に大きく貢献しています。 
・歴史景観をつくり出している「旧伊藤博文金沢別邸」と連携した、白砂青松の海へ

の再生を進め、金沢区を海づくりの市民活動のメッカとして盛り上げていきます。 
 

 ３ 京浜の森と海づくりプロジェクト 

～末広地区での「京浜の森と海」づくりに向けた取組～ 

・鶴見区末広地区では、現在、企業の方々などとの連携により、「京浜の森づくり」

として、ビオトープの創出や「トンボはどこまで飛ぶかプロジェクト」などに取り

組んでいます。 
・この地区に位置する北部下水道センター脇の礫の浜を、渡り鳥の営巣地や企業の水

質浄化の実験などの場として活用します。これにより、これまでの「京浜の森」づ

くりの取組を「京浜の森と海」づくりへと展開し、京浜臨海部の再生のモデルにつ

なげます。 

60 分後 

貝類による水質浄化の実験 
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平成 2 3 年 3 月 2 日
地球温暖化対策事業本部
地 球 温 暖 化 対 策 課
株 式 会 社 横 浜 八 景 島

 

 

 

 

 

 

 
 

 

横浜市、横浜・八景島シーパラダイスの協働で 

ブルーカーボン(海洋生物によるカーボンオフセット)実証実験開始 
～ 海洋を利用した地球温暖化対策の新機軸に挑戦 ～ 

環境モデル都市・横浜市では、金沢区をモデルに「環境」を切り口とした産業の育成と環

境教育の充実に取り組み、温室効果ガスの削減と経済活性化を進める「横浜グリーンバレー

構想」を進めています。 

このたび、日本を代表する海洋アミューズメント施設である横浜・八景島シーパラダイス

（金沢区八景島）とともに、新たな脱温暖化プロジェクト“ブルーカーボン” ※1の実証実

験に取り組むことといたしました。 

地上より温室効果ガスの吸収量が高いと見込まれる海域※2における温暖化対策の取組は、

南北に長い沿岸部を持つ横浜市においては特に有効と考えられます。「美しい横浜港」のプ

ロジェクトの一つです。 

本実証実験では、横浜・八景島シーパラダイスのご協力を得て、島内のセントラルベイに

実験海域を確保し、海域における温室効果ガス吸収・固定化の効果と海域環境への影響（海

の浄化）等を検証します。さらに、将来的に、ブルーカーボンによる経済的価値の仕組みづ

くり（カーボンオフセット）を目指します。 

 

【取組１】海洋生物による温室効果ガスの吸収・削減 

 実験海域において貝類や藻類を育成し、そのライフサイクルにおける温室効果ガスの吸

収・削減効果（ブルーカーボン）をLCCO2
※３の観点で検証します。また、吸収・削減され

た温室効果ガスを、市場メカニズムを通して経済的価値に転換するスキーム（カーボンオフ

セット等）についても検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語解説】 

※ 1： 森林による二酸化炭素吸収（グリーンカーボン）に対して、海洋生物による吸収をさすもの。2009 年の国連環境計画（UNEP）

の報告書において命名され、その重要性が指摘されました。 

※ 2： 全世界から１年間に排出されるCO2量 72 億トンのうち、海洋全体で吸収される量は 22 億トン、森林など陸上

で 9億トン、大気への放散が 41億トン。自然界で固定化される炭素の 55%はブルーカーボンと推定される。 
（国連環境計画（UNEP）報告書より）

※ ３：ライフサイクルＣＯ2の略で、生産～廃棄といったライフサイクルの中でのCO2収支計算を行います。 

 

平成 24年 3月完成予定 

横浜・八景島シーパラダイス 

（仮称）自然の海の 

水族館予定地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組３】 

総合的環境教育・イベントの実施 

 

 横浜グリーンバレーでは、昨年 8月に横

浜・八景島シーパラダイスにて実施した環

境啓発イベント「見て・来て・さわって楽

しく学ぶエコ学級」といった環境教育事業

にも力を入れてきました。 

本事業においては、育成する生物の植え

付け及び収穫イベントに地元の小学生を

招くなど、横浜・八景島シーパラダイスを

舞台に「食育」や「生物多様性」といった

総合的な環境学習を実施していきます。 

 

（平成 22年 8月イベント風景） 

【取組２】 

横浜グリーンバレーに基づく 

産官学民の連携

 実証実験にあたり、市内の事業者や市

民、大学と連携するとともに、アミューズ

メントの要素を取り入れた実験の「見える

化」を行います。具体的には、横浜・八景

島シーパラダイスとともに（仮称）「ブル

ーカーボン検討委員会」を設立し、研究者

との共同研究や環境保全のエキスパート

の養成、定期的な情報発信などを実施して

いきます。さらに、実験施設の建設や収穫

物のリサイクルなど、できるだけ市内企業

の技術や製品・サービスを利用し、地域活

性化も促進していきます。 

 

横浜・八景島 

シーパラダイス 
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（仮称）ブルーカーボン検討委員会 

 

横浜市 

 

【当面のスケジュール】 

平成 23年 4月 
（仮称）ブルーカーボン検討委員会を横浜・八景島シーパラダイ

スと共同で立ち上げ 

平成 23年 8月 実験施設の着工 

平成 23年 9月 実験生物植え付けイベント 

平成２３年９月～ 

平成２４年３月 

実証実験 

平成２４年３月 実験生物収穫イベント及び中間成果報告 

平成 24年 4月～ 実証実験の継続 

 

 

 

  
  

お問い合わせ先 

地球温暖化対策事業本部 地球温暖化対策課長  高橋 俊和     Tel 045-671-4108 

株式会社横浜八景島    営業推進部長代理    増渕 修       Tel 045-788-9635 



3/3(木)付け日経新聞朝刊（35面） 



 

 

 

重点エリア・アピールポイントにおける新たな取組 

東京都港湾局における水質改善実験の実施 

機関名：東京都港湾局 

 

１．施策の概要  

都民が安心して水辺で遊べるように、水質改善対策を調査・検証する。 

 

２．平成 22 年度実施内容 

赤潮や大腸菌、貧酸素水の浸入を防ぐ水中スクリーン等の設置 

 

３．実施期間 

平成 22 年度～平成 24 年度（予定） 

 

４．イメージ図 

 

上部水中スクリーン

下部水中スクリーン

生物付着ネット 

貧酸素水 

大腸菌 
赤潮 



横須賀市の取り組みについて 

 

１．東京湾クリーンアップ大作戦はしりみず 

実施日：平成 22年 7月 10 日（土） 

会 場：走水海岸 

参加人数：378 人 

回 収 量：420kg 

 

   

 

２．海の魅力発見・体験 in 走水   

日 時：平成 22年 8月 28 日（土） 

会 場：走水海岸 

参加者数：42 人 

  

 

 



３．シーカヤック体験 

日 時：平成 22 年 10 月 16 日（土）・17日（日） 

会 場：浦賀湾（住友重機械工業ドッグ後前面海域） 

参加者数：40人 

  

 

４．横須賀うみかぜカーニバル 

日 時：平成 22 年 7 月 17 日（土）18 日（日） 

会 場：横須賀市うみかぜ公園前海域 

参加者数：約 3,800 人 

   
 

５．アマモ苗植会 

日 時：平成 22 年 5 月 29 日（土） 

会 場：横須賀市深浦地区 

参加者：約 50人 

 



●港湾整備により発生する浚渫土砂の有効活用を促進するため、浚渫土砂と製鋼スラグを混合し

て製造した人工石(浚渫土固化体)を用いて藻場を造成し、その有効性を確認する。 

浚渫土砂を活用した人工石を用いた藻場の造成試験浚渫土砂を活用した人工石を用いた藻場の造成試験

①水和固化体 ②浚渫土固化体

関 東 地 方 整 備 局 港 湾 空港 部 

二間島 

【位置図】 

・製鋼スラグと高炉スラグ微粉

①水和固化体 ②浚渫土固化体

・浚渫土砂に製鋼スラグと高炉

保田平島 

1,200m 

 末により製造される人工石。 

 浚渫固化体との比較を行う。 

スラグ微粉末を混合して製造す

る人工石。本試験の主目的。 

③天然石 ④改良混合土基盤 

１，２００ｍ 

207m  207m  207m  207m 

天然石  水和固化体  浚渫土固化体 水和固化体 

平面図 

・浚渫固化体との比較を行う。 ・浚渫土砂と製鋼スラグを練り混 

 ぜて製造する材料。沈下抑制、 

 洗掘防止の効果確認を行う。 
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二間島 
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●モニタリング調査(平成22年12月：9.5ヶ月経過) 
天然石 

保田平島 

アラメ類の

付着・成長

が確認され

水和固化体 

が確認され

た。 

浚渫土固化体 

水和固化体＋改良混合土基盤 

二間島 



●港湾整備により発生する浚渫土砂の有効活用を促進するため、浚渫土砂を用いて浅場を造成 

 し、その有効性を確認する。 

●試験場所においてはＮＰＯ等市民による藻場の再生活動が行われており、連携したモニタリン

浚渫土砂を活用した浅場の造成試験浚渫土砂を活用した浅場の造成試験

関 東 地 方 整 備 局 港 湾 空港 部 

●試験場所においてはＮＰＯ等市民による藻場の再生活動が行われており、連携したモ タリン

 グの方法を検討する。 
①浚渫土固化体 

横浜港金沢地区 【位置図】 

・浚渫土砂に製鋼スラグと高炉

スラグ微粉末を混合して製造す

る人工石。本試験の主目的。 

②天然石 

横浜ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾏﾘ ﾅ

・浚渫固化体との比較を行う。 

横浜ﾍ ｲｻｲﾄ ﾏﾘ‐ﾅ

N 
380m 

平面図  断面図（Ａ－Ａ） 

Ａ  Ａ 

覆砂 

潜堤（天然石）

－２．０ｍ 

浚渫土砂 

潜堤（人工石） 
－２．５ｍ 

●体験学習イベント・モニタリング 

モニタリング（H22.11） モニタリング（H23.1） 
体験学習イベント(H22.11） 

体験学習イベント(H22.11） 

モニタリング（H23.1） 

モニタリング（H23.1） 

モニタリング（H22.11） モニタリング（H23.1） 




